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年度昭和 03 [終了予定] 年度-　 　

台東書道連盟

〔法令等名〕

0

212

　決算額　　(単位：千円) 212

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

社会教育団体が行う事業に対し、自主性を尊重しつつ助成を行い、本区社会教育の一層の発展を図る。

　

事業区分

金銭給付

平成２７年度　事務事業評価シート

台東区社会教育関係団体事業補助金交付要綱根拠法令等

事業対象

事務事業名 書道連盟助成

要綱

所
管

教育委員会

生涯学習課

[事業開始]事業の開始・終了年度

事
務
事
業
の
概
要

1

なし

台東書道連盟に対し、補助金を交付することにより、団体が自主的に実施している事業の促進を図る。
　団体名：台東書道連盟
　事業名：台東書道展
　補助金額：212,000円

補助金の有無
委託内容

２６年度

なし

件助成件数

事業内容

委託の有無

事業目的

指標の名称種　別 (単位)

活動指標
1

212

85

人
成果指標

書道展来場者数

83　人にかかるコスト（人件費など）

3

297

書類審査の厳格化を図ると共に、補助金交付要綱に基づき適切に執行した。

0

3,985 3,985

297

85

0

前回評価から
改善した事項

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 295

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

事業助成を継続することで、団体主催の事業の継続・充実が図られている。書道文化の普及・
啓発に資する同団体の活動が区民の生涯学習を進め、文化振興につながることからも事業助
成は継続していく。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

書道文化の普及・啓発に資する同団体の活動が、本区の社会教育振興上、重要な地位を占めている。生涯学
習及び文化の振興を図るため、団体の自主性を前提に一定の支援は必要である。

維持

評
価
結
果

事業が円滑に行われている。

3 台東書道連盟が主催し、児童生徒も含めた区民が出展し、鑑賞できる事業に対する支援であり、区民の生涯
学習を進め、文化活動の振興向上に貢献している。

台東書道連盟が主催する書道展に対する事業補助で、施設等も例年と同規模であるため、コストや効率性に
大きな変化は生じていない。

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

目的達成度 3

212

295

財源項目

(単位：千円)

必要性

0

0 0

297

297

0

効率性

212

212

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

２５年度２４年度
目標値

（２９年度）

1

0

3,587

1

3,925

0


